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学習指導要領 都立青梅総合高等高校 学力スタンダード 
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ア 生物の特徴 

（ア）生物の共通性と多様性 

   生物は多様でありながら共通性をもってい

ることを理解すること。 

 

 

 

 

（イ）細胞とエネルギー 

   生命活動に必要なエネルギーと代謝につい

て理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 遺伝子とその働き 

（ア）遺伝情報とＤＮＡ 

   遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴

について理解すること。 

 

 

 

 

 

（イ）遺伝情報の分配 

ＤＮＡが複製され分配されることにより、遺

伝情報が伝えられることを理解すること。 

 

 

 

（ウ）遺伝情報とタンパク質の合成 

ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質が合成

されることを理解すること。 

 

 

 

 

 

・生物の共通性と多様性の具体例を挙げることが理解

できる。 

・原核生物と真核生物の大きさと構造上の違いを理解

する。 

 

 

 

・ATPが生物が利用するエネルギー源であることを

理解する。 

・細部内の代謝によってATPが合成されることを理

解する。 

 

 

 

 

 

 

・DNAの化学的性質であり、遺伝子の本体であるこ

とを理解する 
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ア 生物の体内環境 

（ア）体内環境 

体内環境が保たれていることを理解するこ 

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）体内環境の維持の仕組み 

体内環境の維持に自律神経とホルモンがか

かわっていることを理解すること。 

 

 

 

 

 

 

（ウ）免疫 

免疫とそれにかかわる細胞の働きについて

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生体は恒常性の維持を行っていることを理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自律神経の仕組みと働きについて理解する。 

・ホルモンによる恒常性の維持の仕組みについて理

解させる。 

 

 

 

 

 

 

・免疫には自然免疫と獲得免疫があり、獲得免疫に

は細胞性免疫と体液性免疫があることを理解させ

る。 
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ア 植生の多様性と分布 

（ア）植生と遷移 

陸上には様々な植生がみられ、植生は長期的

に移り変わっていくことを理解すること。 

 

 

 

 

 

（イ）気候とバイオーム 

気温と降水量の違いによって様々なバイオ

ームが成立していることを理解すること。 

 

 

 

 

イ 生態系とその保全 

（ア）生態系と物質循環 

生態系では、物質が循環するとともにエネル

ギーが移動することを理解すること。 

 

 

 

 

（イ）生態系のバランスと保全 

生態系のバランスについて理解し、生態系の

保全の重要性を認識すること。 

 

 

 

・生物の多様性がバイオームを形成するために重要

であることを理解させる 

 

 

 

 

 

 

 

・さまざまなバイオームを知ることにより生物の多

様性についての理解を深めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生態系では物質は循環し、エネルギーは循環では

なく移動であることを理解させる。 

 

 

 

 

 

・生物の多様性の維持が生態系の保全につながる事

を理解させる。 

 

 

 

 

 

 


